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{ のあらまし 2~4

;県行政の苦情相談 4 i 
i新町建設 5カ年実施 1 
i 計画まとまる・υ5 ~ 

i手賀沼土地改良区総代 ; 
ミ 選挙は無投票.….川.5 ~ 

; ヲ引!附
は5丹16臼まで...5 -¥ 

;ヒf一J
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金町一斉にねずみ退治山6

(本文5ベ{ジ参照〉出初式最大の見もの放水式
子、m・び;li， 事長広

科目別 1予算轍{千円:1論定{千例四1
1収入糊仲間||1

予
H算対割|調合竺定対

会計別|区分|予算現額|決算額

歳入 114，694，3001 114，449，259 

限定資産税 37，150146，609i 35，317 1 94.61 75.8 一般会計歳出 114，694，3∞ 106，403，988

たばこ 差引残金 一一 8，045，271 
消費 税

7，900 1 8，3341 8，334 1 105.51 100.0 

電気ガス税 3，95015，099; 5，0991129.11100.0 特別会計
歳入 3，766，∞o 1 2，634，970 

その他 73511，2791 7311 99.51 57.2 我孫子公益歳出 3，766，∞o 1 2，326，515 

合 計 77，874ヲ5，051178，620 1 101.01 82.7 
質屋事業差引残金 一一 308，455 

(註) 図定舗に対する収入割合82.7%ということは、滞納が17.8%
(1664万円)もあるということです.滞納をなくしてより多く由事 1，316，678 業が行なえるようと協力〈ださい。 特別会計

第3表おもなる事業〈単位円〉 布佐都市 歳出 2，932，∞o 815，532 

事業名 i 内 容 |金額

計 画 事 業
扇函| 一 501，146 

書庫建設問庫新築工事 特別会計
歳入 4，837，∞o 4，744，508 

4翰自動車 l台購入
歳出 4，837，000 4，404，376 

小型動力ポYプ l台購入 清 掃 事 業 差ヲl残金 340，132 

消防整備
ホ戸ス40本購入 2，919，000 
警鐘3個購入 特別会計

歳入 8，755，3∞ 8，707，515 

貯水池IOj閥、火の見 l養、
公営住宅 歳出 8，755，300 8，631，970 

器具置場 11車の残設、その他

l
門

トヨダ5t積トラク "1台購入
建 設 事 業

差ヲl残金 75，545 

イプレ{ショyローラ購入 歳入 16，433，0∞ 15，816，325 
字溝型枠30個購入によるU字 特別会計

道路整備 の自家製造 6，253，∞o 国民健康 歳出 16，433，0∞ 13，705，701 
佐橋改修工事
~己主補修および砂利など原材

保険事業 差ヲi残金 2，110，624 

の鱗入、その他

失業対策
1
幹補線修道延長路の補

15
修
.785m || 3.815.側

特別会言1・
歳入 135，5目。 103，746 

古屋簡易 歳出 135，500 42，372 

官官
t，J吋安増築工事

l 
水道事業 差引残金 一一 61，374 

学校整 7，367，000 
の4教室増築工事、その他 歳入 [1515531∞ 147，773，001 

一一設 ω 総合計 歳出 151，553，100 136，330，454 

住宅建設 7，535，000 
第2種木造町営住宅建設 15戸 差引残金 一 11，442，547 

健

全

財

政

を

堅

持

す
。
こ
れ
ら
の
入
っ
て
き
た
お

金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
か
と
い
い
ま
す
と
、
第
五
表

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
四
表
、
第
五
表
に
お
け
る

各
科
目
の
総
額
に
対
し
て
そ
の

占
め
る
割
合
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と
、

第
六
表
、
第
七
表
に
示
す
よ
う

な
割
合
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
一
人
当
り
の
町

税
負
担
涙
況
は
ど
う
か
と
い
い

ま
す
と
、
第
八
表
に
示
す
と
お

問
の
行
政
は
、
町
民
の
福
祉
向
上
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
無
駄
の
な
い
財
政
の
執
行
に
よ
っ
て
実
現
さ

れ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

昭
和
三
十
四
年
度
の
各
会
計
決
算
は
、
さ
る
十
二
月
二
十
二

日
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
グ
ラ

ブ
等
に
よ
っ
て
簡
単
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
財
源
で
成
り
立
っ

て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
第

四
表
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
う
ち
町
税
の
各
科
目
別
収

入
状
況
は
第
二
表
の
と
お
り
で

昭
和
三
十
四
年
度
の
各
会
計

決
算
は
第
一
表
の
と
お
り
で
、

予
算
執
行
は
お
お
む
ね
計
画
ど

お
り
で
す
Q

私
た
ち
の
町
の
一
般
会
計
は

(単位向)会計別決算総括表第 l表町税の科白別収入状況第2表

り
町
民
一
人
当
り
二
、
八
九
一

円
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
民
一
人

当
り
の
歳
出
状
況
は
ど
う
か
と

い
い
ま
す
と
、
第
九
表
に
一
市
す

と
お
り
、
町
民
一
人
当
り
一
ユ
、

九
一
三
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
町
民
一
人
当
り
の
町
税
負

担
額
と
歳
出
額
を
年
度
別
に
比

較
し
て
み
ま
す
と
、
第
十
表
の

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
昭
和
一
一
一
十
四
年
度
に

お
け
る
歳
出
総
額
に
占
め
る
投

資
的
経
営
の
割
合
は
三
二

M
で

前
年
度
に
比
し
コ
一
%
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と
の
投
資
的
経

費
の
う
ち
、
お
も
な
る
も
の
は

第
三
表
の
と
お
り
で
す
。

195 



jと主主あ怒1挺総長手 2J'l 1綴

貫主4護霊 私たちのI!ITfまにのような財源で成り立っている

..加。方
官驚(t剖，O~

1，0曲方

議謡
溢溢謡

以冷'15

百 草草 R

lu交付我慢38
償金書及び腕担λ 図面制 (1‘制酬

畑貴及ぴ員担金極通i"!r.(""時

使用料及び手控耗障面通路日時制

関~車宝品壷 R 下

路支畠金

帯付金

提入金

持詮音

寺委 絞 入

野{喪

主事吾華主 主義入における各科g還のおめるおi会

害見釘

語草5差是私たちの淡活設などはこのように使われている

~'"ぬ万，，0<ゆ方

J~努i開&制

器器器糠司F.漫叙

績醐幽安慾続輯捜，，1;.1$金〉
曾ます総単綾子符
( )終/1予算穣鍍C>lするヨ"路".，島い

11.11$ 
16，812 (98.:1，‘》

組合費

役場費

捕妨費

土木費

教育費

社告及び5君臨撞設費

f畢銭衛生繁

産業銀滋費

齢産費電

絞絞車場奈費

量器 帯 費

皆様費

重責支慾金

予蝿費~.~~的

童書7愛 媛よ告にお11る各草寺震のおめるおd1告

't滋例制

3332ZZis--ZEEliz---zzziZ125j 

県
行
政
に
対
す
る
苦
情
相
談

2
R
U山
・

η
目
、
役
場
会
議
援
で

県
爪
で
法
人
守
協
同
地
税
の
よ
う
に
渓
鷲
傍
受
付
の
浴
日
と
な
っ
て
俊

一
行
政
令
般
に
つ
い
て
の
諸
問
後
殺
さ
ま
方
の
お
ゆ
似
合
後
け
、
制
脱

税
附
に
応
ず
る
こ
と
に
な
ち
ま
し
紛
に
ど
州
側
獄
仰
に
応
デ
る
と
と
も

た
か
ら
、
問
践
の
役
務
に
つ
い
で
に
、
よ
く
町
内
総
会
側
側
交
し
、
滋

報
一
ご
川
小
琳
胸
、
ご
山
小
樽
材
、
お
総
与
の
鰍
摘
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
関
係
の
削
附

一
ζ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
途
滋
に
滋
絡
し
て
、
楽
務
め
滋
行

一
際
た
く
お
的
し
で
く
ど
さ
い
。
攻
勢
や
引
は
…
巡
の
淡
…
比
な
解
決
宏

、
ー
一
祭
儀
制
相
談
の
受
付
刊
を
抑
制
批
判
す
加
問
迭
し
、
行
絞
殺
よ
り
削
明
る
く

良
一
る
の
は
後
楽
祭
で
す
。
こ
の
絞
よ
今
回
民
主
的
に
し
よ
う
と
い
う

一
ん
務
室
は
、
県
行
政
に
附
附
迷
の
あ
わ
け
で
す
。

一
る
す
べ
て
の
業
務
に
噴
い
て
そ

A
v
a時
二
月
十
六
良
、
十
七

一
れ
が
巡
正
に
緩
率
的
に
民
主
的
問
認
の
午
前
十
時
吋
か
ら
午
後
一
-
一

一
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
待
ま
で

一
と
い
う
こ
と
を
常
に
監
察
し
令
場
所
我
孫
子
町
役
場

一
て
、
行
政
の
改
善
と
間
判
明
化
を
苦
言
語
3
5存
権

t
t
t
q

一

は

か

つ

て

い

ま

す

。

そ

の

皇

警

察

官

の

募

集

一
の
一
部
と
し
て
二
殺
の
ふ
点
か
一
君
事

2
2』
a
u
-
-

一
ら
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の
替
手
袋
線
で
獄
、
次
の
と
お
り

一
僚
の
中
山
仰
を
受
け
、
ご
畑
相
談
に
務
議
後
役
一
段
諒
察
し
て
い
ま
す
の

一
応
ず
る
も
の
で
す
。
で
、
ふ
る
っ
て
ど
ん
ぬ
緩
く
絞
吉

一
と
れ
ま
で
は
、
惨
さ
ま
の
緩
い
。
縁
付
織
に
つ
い
て
は
も
よ
り

一
僚
や
ど
慾
悶
加
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
議
臥
山
ぬ
…
段
、
静
都
和
紙
ω
ゆ
絡
に
お
側
同

一
れ
身
地
ツ
付
け
る
蜘
部
門
M

配
役
肝
駄
に
い
ん
W

せ
く
だ
き
い
-e

一
一
な
か
っ
た
た
め
、
ど
添
加
問
や
お

V
線
開
閉
予
湾
人
糸
約
総
務

…
開
闘
争
の
と
と
も
あ
ア
れ
ん
と
と
と

V
受
付
線
開
聞
お

一
努
じ
ま
す
。
そ
こ
で
，
影
後
祭
刊
か
協
和
相
吋
締
結
十
2
丹
波
口
問

(4) 
事働
、欄惨びあ

防災1人議りの防税負tI!状況祭器禁を
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防災1人滋りの寒露出状況言書 9~提1人当り税負抱綴と重提出産車の全容皮別比緩第10表
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V

強
綴
資
綴
緩
和
江
年
4
u月

2
院
か
ら
附
明
和
制
見
学
4
n
A
z

m
ハ
関
校
総
淡
お
ま
た
は
ζ

と
し
の
ご
m
バ
ピ
必
総
務
総
気

込
み
の
桝
鴨
川
仲
間
削
和
利
減
俸

4
n

1
u
H
〉
ま
で
に
ゑ
れ
た
努
不

明
、
、
学
附
燃
は
問
問
い
ま
牧
ん
が

潟
校
総
裁
判
開
援
の
災
カ
を
ム
殺

す
る
者
。

V
初

任

給

約

1

一N2
百
百
円

。翼?の人災事

〈長違和総長手12!l31総務主主〕

男 13，57告人

女 14，081入

計 27，660人

俊幣数 5，691 



闘
関
「
五
カ
年
計
一
期
実
施
ま
と
ま
る

知
事
協
議
の
結
果
、
一
部
変
画

4

殺
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
緩
こ
れ
ら
の
悶
判
断
楠
に
つ
い
て
は
‘

ロ
陣
原
案
汲
む
泳
鮒
泌
さ
れ
、
一
月
間
鼎
と
筋
線
の
上
終
泌
札
制
磁
の
〕

十
七
円
悶
の
県
川
知
事
務
擦
に
篠
み
線
影
後
援
す
る
と
と
に
な
与
ま

ま

し

た

。

し

た

の

で

、

ζ

の
一
郎
被
淵
忠
誠
伊

阻
市
・
銀
事
駒
内
総
に
お
い
℃
泳
、
情
斡
お
ツ
ま
し
た
お
、
災
快
勝
計
一
織
の

巣

の

喜

宗

義

に

よ

h

ツ
若
緑
総
を
お
い
矧
ら
殺
し
ま
す
。

子
側
川
棚
総
と
な
っ
た
点
も
あ
っ
て

切
丸一・

品
叫
河
諒
子
附
叶
神
地
殻
審
織
繊
A

間以凶川、

一
月
十
出
関
口
問
午
前
九
時
時
・
か
ら
役

場
会
始
桃
山
議
柄
、
附
附
拙
附
さ
れ
(
委
員

一
一
十
蕊
名
中
十
五
名
山
凶
器
、
料
利

均
残
設
五
カ
年
世
議
糾
員
滋
の

察
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

と
の
災
路
計
一
燃
は
合
併
五
カ

年
制
別
命
取
に
引
続
き
、
新
市
町
村

磁
波
促
違
法
に
や
強
い
て
撃
沈
し

た
何
づ
く
り

4

の
総
本
で
お
る
基

本
札
制
悩
開
削
り
ゃ
か
ら
、
特
に
県
南
九
品

令
、
楽
す
る
も
の
、
最
も
品
開
祭
約

で
あ
る
と
怠
わ
れ
る
も
の
な
、

玄
カ
年
の
年
出
脱
税
制
削
衡
と
し
て

縦
波
し
た
も
の
で
、
非
常
に
薬

剤
慣
な
も
の
で
す
。

建
設
努
議
会
の
後
必
蝋
明
、
は
、

い
ろ
い
ろ
な
関
緩
い
か
執
務
議
さ
れ

帥
刊
に
ゆ
…
繁
絞
め
統
合
同
阿
国
組
、
し

胤
郎
加
問
瑚
措
協
ぬ
抗
試
関
門
出
聞
に
つ
い
て
紛

び

r
p鯨
総
代
選
挙
は
無
投
票
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絞っ祭移務視、、らたい剣i 黙奉た十総カ十~I:; _ (0鐙 筒ち

即今月の続税iま唱

溜ま定資産貌第4期分です

とれを説なめますと3[>1手際の総畿はお
しまいでナ語九 ζれまでの分を来約

の方は年産主米もiまいので必ず完納し
てください。

市
甲
蹴
判
官
幽
太
郎
両
叩
開
盈

揃
欄
間
州
議
一
一
・
中
翠

掛
噛
国
信
縫
阿
世
河

小
袖
山
数
他
地
下
判
別
氷

燃
料
村
総
下
新
木

組側門
M

与
さ
一
上
新
木

綿
桝
本
俊
一
路
上
総
判
中
小

第
十
選
挙
区
小
十
部
総
綴
一
色

媛

本

総

省

佐

下

別
問
船
脚
進
+
叩
仲
院
で

柴
崎
明
瑠
剖
相
+
叩
後
日
F

組
制
機
数
…
常
闘
機
階
的
刑

綴
問
問
察
官
時
浅
間
間
前

灘
間
一
布
佼
品
開

広
瀬
乎
一
一
一
郎
本
町

石
井
幾
・
官
同
ふ
人
向
判
断
町

闘い判秀知蹴
4
4
d
制
上
尉
叫

大
削
州
市
子
守
〆
ぷ
制
本
併
問

鈴
木
地
問

S
T
S
悶悶

竹
井
申
尚
一
一

γ国

務

弁

墾

嬬

上

町

務

弁

茂

効

上

附

祐
間
円
泰
+
棺
仲
悦
…
F

斜
計
鯵
務
給
付
の
請
求

ば

5
月
日
開
門
夜
中
訟
で

引
務
者
y
h
給
付
寄
れ
る
引
揚

給
付
念
ハ
淡
絞
殺
付
金
も
含
み

ま
す
〉
の
務
求
は
、
昨
年
の
申
込

汚
十
六

R
綴
ち
で
し
た
の
が
、

一
年
間
制
緩
州
刑
さ
れ
、
と
と
し
の

笈
終
月
十
六
円
開
設
も
っ
て
締
切
ら

れ
ま
す
。
ま
だ
請
求
の
す
ん
判
、

お
ら
れ
な
い
方
は
、
一
段
、
も
同
午

く
議
求
さ
れ
ま
す
ょ
う
お
絞
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

(6) ラ何

気ーびa， 報広

た
り
抑
制
淡
ぷ
A
Y
ふ
〈
な
被
害
を
与

え
る
ば
か
ち
で
な
く
、
食
中
滋

務
然
、
ワ
イ
ル
災
級
な
ど
の
な

か
だ
ち
を
し
て
、
余
地
抑
制
別
会
ょ

に
も
多
火
な
被
後
一
を
え
が
え
、
私

た
ち
の
然
治
安
著
し
く
綴
怒
し

て
い
ま
す
。

数
出
資
な
叫
附
ふ
ん
し
、
附
明
る
い
閥
均
出
視

の
仲
間
み
よ
い
尽
に
す
る
た
め
、

人
袋
町
一
斉
に
ね
ず
み
の
燃
料
開
な

実
情
緒
し
ま
す
か
ら
ど
協
カ
く
だ

さ
い
。

w
v
然輪出掛期間口

二
月
十
一
一
一
民
救
w
邦
子
泌
氏

二
万
十
限
目
別
洲
本
的
区

一
一
向
付
十
米
日
夜
俊
治
区

wv
災
篠
塚
竣
我
孫
子
附
町
内
の

全
世
帯
お
よ
び
念
切
川
崎

マ
使
用
薬
録
後
ね
ず
み
語
絵

カ
ネ
ズ
ミ
ド
口
ッ
プ
、
野
ね

ず
み
詰
モ
ノ
ア
ル
オ
ー
ル
料
開

政
問
ナ
ト
ワ
ウ
ム
ハ
フ
予
ト
i

ル〉

wv
綴
仲
間
労
組
州

ω市
総
ね
ず
み

F
ね
ず
み
が
滋
て

来
そ
う
な
一
伐
に
〈
ね

γ
み
の

餌
に
み
な
る
も
の
は
か
た
づ
け

マ
〉
淡
創
出
札
笠
宮
品

i
十
粒
位
、
お

く
。
台
所
下
水
叫
附
近
、
後
続

輪
特
田
区
、
茶
の
開
問
、
口
仏
攻
、
制
押

筑
後
の
然
事
情
は
、
一
解
明

mw
峨
偶
然
も
許
さ
な
い
状
態
に
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
小
燃
に

お
い
て
は
、
十
二
月
下
匂
か
ら

一
丹
市
叩
的
判
に
か
け
て
、
す
で
に

佼
附
を
λ

災
問
問
件
、
鉄
送
沿
線
山
山

特
派
野
火
災
一
一
一
件
一
役
数
え
、
そ

の
重
量
一
務
方
号
、
駒
内
災

は
協
側
附
慌
の
不
安
と
恐
怖
に
お
そ

わ
れ
て
い
ま
す
む

鉄
道
沿
線
の
出
品
件
以
問
問
火
災

原
田
仰
は
、
線
路
鮎
燃
の
然
繋
が
汽

療
の
ば
い
綴
に
よ
っ
て
燃
え
だ

し
、
ぞ
れ
が
的
近
の
級
品
特
に
燃

え
移
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
斜
鱗
対
枇
均
刊
日
関
川
に
対
し
て

梢
滞
情
ゅ
の
刊
月
岡
棋
ち
を
叫
拙
く
担
王
む
し

が
ル
い
明
、
す
。

住
宅
火
災
の
線
開
闘
は
、
勝
臨
調
凡

ぶ
と
ん
、
附
時
尉
凡
コ

y
戸
、
れ
ん

燦
ご
た
つ
の
不
法
窓
な
双
級
い

、
点
数
僚
の
不
完
全
、
さ
ら
に
子

供
の
大
加
盟
び
と
な
っ
て
い
ま
す

し
た
が
っ
て
、
子
供
に
は
火

の
父
役
絶
対
に
持
た
せ
な
い
よ

う
に
し
、
大
気
料
銅
の
帽
以
後
い
に

は
充
分
叶
同
意
す
る
と
と
も
に
、

側
関
な
ど
の
物
か
げ
が
よ
い
。

紛
務
お
守
み
H
曲
隣
家
防
隊
総
合

の
担
錦
糸
に
絞
っ
て
く
だ
さ
い

V
家
制
期
総
猪
方
法
出
家
ね
ず
み

脚
部
時
間
裟
お
は
区
長
さ
ん
か
ら

野
ね
ず
み
釦
駆
除
淡
割
削
は
臨
機
家

防
除
級
会
同
殺
さ
ん
か
ら
即
札
制
唱

し
て
い
た
だ
き
ま
す
ロ

V
敏
行
事
項

ω効
果
在
充
分
に
あ
げ
る
た
め

一
斉
に
線
跡
附
殺
行
な
う
ζ

と

州W
脱
判
ね
ず
み
脚
部
除
に
使
回
帰
す
る

相
関
係
泳
、
入
立
官
に
非
常
に
殺

害
で
す
か
ら
、
波
紋
い
に
充

分
仲
間
後
'
す
る
と
と
。

的W
即概略抑留抑制均株拭
mw
織
は
危
険
で

す
か
ら
、
一
還
機
佼
立
入
ら

な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に

犬
や
総
後
は
必
ず
つ
な
い
で

お
く
こ
と
。

川
向
駆
除
実
施
後
、
b

行鋭機一明、
N
H

次
の
ζ
と
殺
叫
期
刊
行
し
て
く
だ

火
の
}
絡
の
時
脚
品
問
中
ホ
を
出
完
全
に
行

絞
っ
て
く
だ
さ
い
。

火
災
は
・
あ
な
た
が
狩
本
流
し

て
時
間
き
あ
げ
た
務
夜
中
良
子
し
V

て
し
ま
い
、
左
き
に
は
尊
い
会

合
な
も
簿
、
つ
一
本
当
化
恐
ろ
し
い

も
の
で
す
。
そ
し
て
火
災
は
期
中

に
銭
入
に
棋
倒
綴
安
与
え
る
ば
か

り
マ
な
く
、
隣
近
所
診
も
ち
ろ

ん
的
余
の
人
に
非
常
な
唱
地
情
創
設

か
け
ま
ず
か
ら
、
ぉ
…
ふ
に
火
の

元
に
法
笈
し
て
火
災
た
怒
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
は
恐
ろ
し
い
も
の
マ
す

が
、
火
災
さ
え
抑
制
さ
な
け
れ
ば

務
ろ
し
く
あ
り
ま
ぜ
ん
。
万
一

防
火
し
た
機
会
は
、
被
害
絞
殺

ゆ
総
に
く
い
と
め
る
た
ぬ
、
い

ち
早
く
務
時
制
緩
総
へ
の
滋
組
慨
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

附
刊
は
消
防
交
笑
に
カ
役
入
h
H

隙
間
後
恭
兵
は
一
応
緩
備
し
ま
し

た
が
、
貯
水
泳
は
ま
だ
そ
の
級

品
用
畿
の
今
"
な
い
こ
と
を
痛
感
し

て
い
ま
す
の
守
、
貯
水
抽
出
の

機
設
を
は
か
つ
て
い
く
獄
中
仔
で

す。
さ
い
。

@
ド
プ
ね
ず
み
の
山
間
入
門
H

で

あ
る
お
燃
の
昨
臨
し
口
は
、

金
網
な
ど
を
お
て
て
ね

u

ず

み
の
愛
入
を
仲
間
ぐ
。

。
会
一
渋
な
ど
の
食
べ
約
一
切

同
体
鴻
戦
成
ヰ
な
務
総
に
姑
約
め
て

俊
樹
側
、
ね
ず
み
に
食
べ
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

。
由
来
内
の
淡
湖
機
数
と
ん
に
持
出

察
ず
る
。
梓
付
に
制
門
入
な
ど

の
中
佐
よ
く
H

掃
除
し
て
、

ね
ず
み
に
巣
を
作
る
材
料

を
与
え
な
い
と
と
。

。
ね
ず
み
の
か
ぢ
号
穴
持
品
、

ね
ず
み
に
負
け
な
い
よ
う

根
気
よ
く
ふ
さ
ぐ
む
と
。

墜
の
鴻
合
同
体
ザ
イ
ダ
l
ど

シ
か
ば
}
ん
ど

y
を
粉
砕

し
、
朴
相
土
に
混
ぜ
て
ふ
さ

ぐ
E
よ
い
。

197 




